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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・前月までと同様に、2018年２月末の競合店の閉店に
より、当社の売上が増えている。

◎
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・大型台風の影響もあり、電池や懐中電灯、ランタン
などが通常時よりもよく売れている。

◎
通信会社（社
員）

販売量の動き ・４Ｋの本放送開始に向けて、少し動きが活発になっ
ている。

○

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・少し気温が落ち着いたせいか、年配客の数が少し増
加した。それに伴い売上も久々に少し良くなった。月
初めの台風21号による被害があったため、その話をす
るために来店する客が多かった。個人店舗の良さが今
月は出たように感じる。

○
一般小売店［呉
服］（店員）

お客様の様子 ・気温が下がったせいか、着物の振り袖を見に来る客
が増えた。また母親の振り袖を直す客も増えている
が、帯は新しい物を購入するケースが多い。

○
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数、買上げ単価共に、改善している。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・改装で競合店の休業日が多かったため、来客数が大
幅に伸びている。農産品の価格の高騰もあり、１品単
価も上昇傾向にある。

○

スーパー（店
員）

販売量の動き ・近隣スーパーが改装のために閉店している間、同店
の客が流れてきている。改装オープン後は、売上が元
に戻ると予想していたが、前年よりも売上は増えた。
改装をきっかけに当店を知り、その後の来店にもつな
がっている。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・台風や大雨などの天災はあったものの、近隣の飲食
店がほぼ休業していた影響もあり、フードやドリンク
類のまとめ買いが多く、販売量の増加や客単価の上昇
傾向がみられる。

○
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・関西国際空港が使えず、外国人の来店が減ったた
め、売上にかなり響いている。

○
家電量販店（人
事担当）

単価の動き ・夏の繁忙期は終息に向かっているが、白物家電を中
心に単価の高い商品が動いている。また、決算セール
も前年以上に好調な推移となっている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・台風の影響で、修理の台数が増えている。

○
その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・台風の影響による海外からの観光客の落ち込みがひ
どい。駅前や商店街の店舗はインバウンド向け商品の
動きが悪く、通常の半分以下である。

○
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・天候不順が多くてキャンセルもあるが、それを上回
る予約が、直前や当日に入る傾向がある。

○

一般レストラン
（経理担当）

お客様の様子 ・大阪北部地震や猛暑、台風といった異常な天災続き
で、国内客やインバウンドの急激な減少により、消費
に陰りがみられたが、復旧とともに少しにぎわいが出
始めている。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・市内を走っていても、手を挙げる客が多い。修学旅

行生も多く、良くなっている。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・天候不順が続いたことで、客の乗車機会が増加し、

前年比で２割ほど営業収入が増加している。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・購入単価が上がらず、台風や天候不順の影響がみら
れる。

□

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・今月は前半の台風被害の割には、商店街やモール、
ターミナルの店舗共に、前年を上回る売上となってい
る。月末の数日間も落ち込みはなく、無事に着地でき
そうである。

□
一般小売店
［花］（経営
者）

お客様の様子 ・休日の多かった８月が終わり、多少は注文数が増え
たものの、景気回復とはいえない。

□
一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・台風や北海道胆振東部地震により、客の来店頻度や
購入頻度が少なくなっている。

□
一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・秋冬物に僅かながら動きがある。とはいえ、季節的
に少し涼しくなったからであり、景気が良いから販売
量が増えたという実感はない。

□
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・全体的に台風や長雨の影響で物価が上がり、買い控
えが起きている。

家計
動向
関連

(近畿)



□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・今月は台風の影響による臨時休業や、関西国際空港
の閉鎖による外国人の来店客数の激減といった影響は
あったが、前年比で５％の減少にとどまっているの
で、決して下向きとは判断できない。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は目標を上回る見込みである。ただし、台風の
影響で営業日が１日減った上に、インバウンド需要が
減少したこともあり、他の月との比較では厳しい結果
となっている。売上の不振を一部の商材がカバーして
いる状態であるほか、国内客の購買意欲は決して高く
ない状況が続いている。

□

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・月初の台風21号の影響で、一時的に消費動向が悪化
したものの、インバウンドの動きは以前と同じレベル
まで戻ってきた。また、富裕層を中心とした高級ブラ
ンドなどの高額品の動きも、引き続き良い。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・４日の台風21号での休業や、その後のインバウンド
の落ち込みはあったが、富裕層の固定客による、秋冬
物の高級ブランド衣料品などの購入が例年以上に増
え、購入点数も増えている。

□

百貨店（サービ
ス担当）

単価の動き ・今月は台風の影響で臨時休業があったり、関西国際
空港を利用した来客が減ったこともあったが、持ち直
し傾向自体は変わらない。売上目標や、前年の売上も
クリアする予定となっている。

□

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・海外要因や天候要因はあるものの、鮮度のある
ファッション商品は、国内の現金客によって、価格に
関係なく堅調に購入されている。特に、化粧品や特選
品などが顕著であるが、節約志向や選別の動きはます
ます強くなっている。

□

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・台風21号の直撃による臨時休業の影響で、月初は大
きく落ち込んだが、関西国際空港の復旧とともに都市
部の店舗ではインバウンドが盛り返した。また、物産
催事などのイベントによる集客効果もあって、入店客
数が回復し、期初目標まで追い付いている。天候や気
温の不順により、不調であったファッション関連も、
後半になって動きが出てきている。

□

百貨店（営業企
画）

来客数の動き ・台風による臨時休業や北海道胆振東部地震による消
費マインドの低下など、自然災害の影響が大きい。た
だし、基調に変化はなく、一過性の現象だと判断して
いる。

□

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・９月４日の台風21号による被害が大きく、消費マイ
ンドが冷え込み、高額品を中心に売上が落ち込んだ。
関西国際空港の連絡橋の事故によって訪日外国人が減
少し、インバウンド売上も低迷している。

□

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・９月は台風や週末の雨により、来客数が減ることに
なった。ただし、台風前のまとめ買い需要や農水産物
の相場高のほか、北海道胆振東部地震による道産品の
値上がりで、競合店を含めて特売回数が減り、売上は
改善している。たばこも10月からの値上げを控え、特
需が発生している。つまり、今月の好調は特殊要因の
積み重ねである。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・今夏は食品を中心に災害特需が発生したが、全体の
支出額を調整するために、食品以外の買い控えにつな
がっている。

□

スーパー（企画
担当）

それ以外 ・８月は記録的な猛暑で、夏物商材を中心に恩恵もみ
られたが、今月は北海道胆振東部地震や台風などの影
響で商品調達が一時ストップしたり、停電によって営
業ができなくなる店舗も発生するなど、売上減となる
要因もあった。中旬以降は連休が続き、何とか天災に
よる影響の回復を狙ったが、カバーするまでには至っ
ていない。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数が前年の92～95％で推移している。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・台風21号による関西国際空港の機能低下と、北海道
胆振東部地震の影響で、一部の商品で品薄の状況が続
いている。食品スーパーでは、インバウンドの減少に
よる影響は少なかったが、天候要因が売上を押し下げ
ている。

□

スーパー（社
員）

来客数の動き ・春頃には来客数が減少した店舗が多くみられたが、
今夏の猛暑が、結果的には客の購買を促進したようで
ある。前年に比べて、多くの店舗で来客数が増加して
おり、全体的には堅調な販売状況が続いている。



□

スーパー（企
画）

来客数の動き ・１品単価や購入量が改善しているため、客単価は上
がっているが、来客数は厳しい。ディスカウントスト
アやドラッグストア、生鮮ドラッグストアなど、同業
以外との競争が激しい。

□

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・今月は台風や北海道胆振東部地震により、商品がそ
ろわないなどの影響も出たが、来客数や販売量が伸び
たため、結果として売上は良かった。たばこの値上げ
に備えたまとめ買いも、売上を後押ししている。

□

コンビニ（広告
担当）

来客数の動き ・今年の７～８月は猛暑の影響で、来客数が思ったよ
りも伸びなかった。また、９月には台風21号による大
きな影響が出るなど、天候要因の影響を受けたが、ト
レンド全体としては３か月前と大きく変わらない。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・ここ数年は外国人客の来店が増えているが、最近は
外国人の観光客だけでなく、近辺に住んでいると思わ
れる外国人も増えてきたと感じる。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・来客数は若干減少気味であるが、残暑が厳しいこと
もあり、冷たい食品の売行きは好調で、売上が落ち込
むことはない。

□
家電量販店（経
営者）

単価の動き ・高齢者を中心に、将来に不安のある人や、所得が少
ない人が多く、購入単価が総じて下落傾向にある。

□
乗用車販売店
（営業企画）

来客数の動き ・最近の天災の影響か、客の動きが悪い。10月に上向
けばよいが、９月は来客数、客単価共に例年以下と
なっている。

□
その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・客の購買意欲の変化に左右される。今のところは何
とか安定しているが、米国や日本、中国などを含む貿
易戦争による影響が危惧される。

□
その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・８月に比べると３連休などはあるが、売上には大き
な変化がない。

□
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

来客数の動き ・９月は天候に恵まれず、台風の影響などで営業時間
が短くなり、来客数も減少したため、売上は前年より
も100万円減少している。

□
その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

競争相手の様子 ・このところの天災や天候要因だけが原因ともいえ
ず、販売側の集客力の弱さも、売上の増減に関係して
いる。

□
高級レストラン
（企画）

来客数の動き ・客室単価が伸び悩んでいる。また、レストランの低
価格帯の客層も、来客数に増加の兆しがみられない。

□
一般レストラン
（企画）

単価の動き ・客単価は依然として堅調に推移しており、来客数の
前年比も８月に比べて上昇傾向にある。既存店売上
も、今年に入って継続的に前年をクリアしている。

□
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・猛暑後の災害で、特に関西国際空港の運航が止まっ
たことにより、かなりの影響が出ている。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・６月以降の災害続きで旅行マインドが下がっている
のか、本当に勢いがない。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・６月の大阪北部地震による客室の被害により、まだ
100室ほどが稼動できない。宿泊以外では前年並みを
見込んでいたが、９月４日の台風21号の直撃による関
西国際空港の被災で、インバウンドのキャンセルが多
発した。また、宴会についても、予約のキャンセルや
食堂の営業停止などが影響し、前年比でマイナスであ
る。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・台風21号や北海道胆振東部地震の影響によるキャン
セルが相次ぎ、販売が落ち込んでいる。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・台風や関西国際空港の減便の影響で、一時的に悪

かったが、早急に復旧し、地元では各イベントも行わ
れているため、客足は大きく変わらない。

□ タクシー運転手 お客様の様子 ・大阪北部地震や台風で、景気が少し鈍っている。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客の受注状況に、特に変化はない。

□

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・９月に入って気候も過ごしやすくなり、２度あった
３連休に多くの来場がみられたが、あくまで前年と比
較しての動きであり、集客に関して何かが解決したわ
けではない。

□

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

販売量の動き ・通常であればやや良くなっていると判断できるが、
大阪北部地震や台風などの災害続きで、原状の回復に
は至っておらず、消費も低調である。



□

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・天候不順が主要因であるが、インバウンドも含め
て、レジャーマインドの盛り上がりに欠ける。

□
美容室（店長） 販売量の動き ・決して良いとはいえないが、このところは安定的に

推移している。

□

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・書籍やゲームなど、レンタル売上以外の物販売上が
前年比で回復傾向にある。

□

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

お客様の様子 ・不動産の取引状況に変化はない。

□
その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・９月の住宅展示場への来場者数は、ほぼ前年並みで
変わらない。

□

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・人手不足によって雇用環境は改善の方向にあるた
め、消費者心理のマイナスの要素は少ない。ただし、
中長期的な不安定さは拭えないため、住宅購入などに
は更なるプラスの要素が求められる。

▲

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・今年９月現在と今年６月の売上前年比を、各地区別
に上位５店舗の平均でみると、関西は９月が103.9％
で、６月が93.2％、関東は９月が107.3％で、６月が
95.9％、中部は９月が101.5％で、６月が107.1％、中
国は９月が100.9％で、６月が69.6％となり、各地区
合計の平均は９月が103.8％で、６月が91.6％となっ
た。９月の初旬は台風21号の影響もあったが、新商品
が比較的好調で数字は伸びている。ただし、好調の要
因は、あくまでも新商品の発売によるものである。

▲
一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・贈答品の動きが悪く、売上も伸び悩んでいる。

▲

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・今月は９月４日の台風21号の上陸によって休業した
影響が大きく、23日現在で、店頭売上は前年比5.7％
減と苦戦している。入店客数も同じく5.7％減となっ
た。また、台風で被害を受けた家屋も周辺に多数あ
り、その後も、休日の売上は台風以前の水準にまで回
復していない。

▲

百貨店（服飾品
担当）

販売量の動き ・９月に入り、初旬の台風21号の影響で店が開けられ
ない状況となり、大きく売上がダウンしている。ま
た、関西国際空港の閉鎖によってインバウンド客の来
阪が減り、関西の小売店はダメージを受けた。そのな
かで、中旬以降は気温の低下が順調に進み、衣料品関
連やショートブーツなどの売上が徐々に増えるなど、
秋の商戦に明るい兆しはみられたが、初旬のダメージ
を取り戻すまでは至っていない。一方、化粧品はイン
バウンドの占める比率が高かったことが響き、成長が
ストップする形となった。都心型店舗では前年比で
99％となっている。ただし、ラグジュアリー関連はこ
の状況下でも２けた成長を維持し、後半に期待がもて
る状況である。

▲
百貨店（売場マ
ネージャー）

お客様の様子 ・台風などの災害が多発している影響で、客の消費マ
インドが落ちている。また、生活防衛的な節約志向が
強まっている。

▲

百貨店（販促担
当）

販売量の動き ・今月も初旬に台風21号の影響があり、前年を下回る
推移となっている。大阪北部地震や大雨などの厳しい
気象条件により、当日の直接的な影響にとどまらず、
消費機運が守りに入っていることが影響している。そ
の影響は衣食住全般に広がっている。また、インバウ
ンドは大阪地区に比べると規模は小さいながらも、マ
イナス要素となっている。



▲

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・直近の店頭売上は前年比で6.5％減、月初の台風21
号による営業中止の影響を除いても3.9％減と、非常
に苦戦している。関西国際空港の減便による影響で、
訪日外国人売上も前年を若干下回る推移となってい
る。それも含め、これまで継続的に伸びてきた、化粧
品や特選衣料品なども微増にとどまっている。中間層
向けの婦人服は引き続き低調な上、食料品やリビング
関連も苦戦しており、全体として買上げ客数は前年を
５％強下回っている。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・台風21号によって関西国際空港が閉鎖された影響も
あり、関西への外国人の来訪が減っている。インバウ
ンド売上は前年よりも増加しているものの、８月の前
年比44.2％増から、17.9％増に落ちている。

▲
スーパー（店
員）

単価の動き ・台風の影響で野菜の価格が高止まりしている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・インバウンドの客が関西国際空港の運航制限でかな
り減っているため、売上が前年比で９％ほど減少して
いる。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・既存客の来店数が落ちている。新規客で何とか維持
できているが、不安が大きい。

▲
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・台風や雨の日が多く、来客数が激減している。

▲

家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・台風21号の影響による大規模な停電と、関西国際空
港の冠水や連絡橋事故による通行止めで、インバウン
ド需要が激減した。既に復旧しつつあるとはいえ、関
西経済に多大な影響が出ている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・個々の企業業績は悪くないが、外的な要因による株
価の低迷などで、消費を控える客が多い。今年前半の
方が景気は良かったと感じる。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数が減少しているほか、商談で予算の合わない
客が、以前よりも増えた気がする。

▲
その他小売［イ
ンターネット通
販］（経営者）

来客数の動き ・自然災害や台風に対しては、これまで関西では関心
が低かったが、前回の台風で意識が変わり、今回の台
風でも客は余り外に出ないようになっている。

▲

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

お客様の様子 ・台風や大雨、北海道胆振東部地震などによる、野菜
価格の高騰、品不足が生活を直撃している。メイン客
のシニア層にも、節約の動きなどが従来以上に顕著と
なっている。

▲
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨や台風の影響で休館したほか、近
隣では建物被害が多く、団体客や小さなグループの旅
行に自粛ムードがある。

▲
観光型旅館（団
体役員）

お客様の様子 ・台風21号の影響が大きく、特に関西国際空港の機能
低下によるインバウンドのキャンセルも多い。

▲

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・９月４日に関西に上陸した台風21号により、関西国
際空港が被害を受けたため、大阪市内の各ホテルは軒
並み外国人客が減少した。当社も直近の予約だけでな
く、２～３か月先の予約キャンセルが多く発生してい
る。

▲
都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・台風21号、特に関西国際空港の運航制限が、宿泊客
の減少に大きく影響している。

▲

美容室（店員） お客様の様子 ・例年９月は落ち着く時期であるが、台風の影響があ
り、客の来店周期が延びている。ただし、家屋の損壊
などで周期が延びている客は確かにいるが、単価自体
が下がっているわけではないため、来月頃から盛り返
す。

▲
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・９月に発表された基準地価では、上昇傾向が顕著に
表れているが、現実には頭打ち感が出てきており、市
場はやや後退気味の局面となっている。

▲
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・不動産売買の見込み客が少なくなってきている。工
事関係は順調であるが、不動産流通は落ちてきてい
る。

▲
住宅販売会社
（総務担当）

お客様の様子 ・天候不順の影響で来客が伸びない。また、契約客と
の打合せも延期となっている。

▲

その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

お客様の様子 ・今年の夏は関西圏に、大阪北部地震や平成30年７月
豪雨、台風の被害が出ており、実際に被災した客もい
る。家計の予算がそちらに取られ、エレベーターの保
守関係は後回しになっている。

×
一般小売店［珈
琲］（経営者）

それ以外 ・大阪北部地震や台風21号の被害により、飲食店の営
業日が減少している。



×

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

それ以外 ・自然災害とはいえ、これだけ続くと、影響も様々な
部分に及んでくる。台風の直撃で営業できなかったこ
とや、それによる交通障害のほか、外国人観光客にも
影響が出ている。また、これからは肉や野菜、米の流
通にも影響が出てくることが予想される。さらに、天
候の面でも雨が多く、客足に影響している。

×
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・台風21号による関西国際空港の連絡橋事故でインバ
ウンドが減り、約10％の売上ダウンにつながってい
る。

×

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・今月は、超大型の台風が２回も上陸し、当店も２日
間の臨時休業を余儀なくされた。特に影響が大きかっ
たのは、関西国際空港の被災による就航便数の減少
で、外国人客が大きく減少する要因となっている。現
在の便数は台風21号前の水準に戻っているが、予定し
ていた旅行のキャンセルも多い様子で、休業の影響も
重なり、今月の免税売上は13.7％減と前年割れであ
る。前月は18.4％増と復調しかけていたが、大幅なマ
イナスに転じている。

×

百貨店（宣伝担
当）

来客数の動き ・今月は台風による臨時休業と、関西国際空港への被
害による訪日外国人客の激減に見舞われた。また、大
阪南部での被害が大きかったことにより、国内客も減
少しており、店頭売上は前年比で10％強の減少と、大
きな影響が出ている。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・季節要因や天候、北海道胆振東部地震の影響で、来
客数は減少している。

×
住関連専門店
（店長）

それ以外 ・災害が続いているため、売上を落としている。そこ
から回復する手立てが用意できないうちに、次の災害
が起こるなど、悪い連鎖が続いている。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・９月は２回の台風直撃や天候が悪過ぎたことで、商
店街の人通りは少なく、夜の来客数も少ない。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・度重なる天候要因による影響などで、営業時間の変
更や休業を余儀なくされ、売上や利益へのダメージが
大きい。関西国際空港での減便により、インバウンド
の来客数も激減している。

×

都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・６月の大阪北部地震に始まり、台風、集中豪雨等に
よって、売上や仕入れに影響が出ていたが、９月の台
風21号による関西国際空港の閉鎖が、好調であったイ
ンバウンドにも決定的なダメージを与えた。また、低
調であった国内客の個人旅行も、更に悪化している。

×
都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・台風21号による関西国際空港の閉鎖が影響し、訪日
外国人の宿泊が前年比で11％減と落ち込んでいる。

×

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・大阪北部地震の影響が少し落ち着き始めたところ
に、台風21号の上陸で、関西国際空港を始めとする公
共交通機関の運休が発生し、客の動きに水をかけた。
特に、個人客のキャンセルは戻ってこない。これだけ
自然災害が続いているなかで、客の意識は旅行には向
かわない。

×

旅行代理店（役
員）

それ以外 ・直接消費マインドとは関係ないが、台風21号の影響
で関西国際空港の機能が麻ひし、今シーズンの動きに
大きな影響が出た。また、消費者も台風に関する危機
感を今まで以上に持つようになっている。

×

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は8,834円で、３か月前の客単価は
10,447円であった。例年、この時期は祭りのシーズン
となり、客足も遠のく。また、物価の上昇による影響
に加えて、９月は台風21号の接近による被害も出てい
る。

◎
その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・関西に台風が上陸した影響で被害が大きくなり、修
理などの注文が上向きになっている。

○
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・米国の輸入関税問題が浮上してきたことで、自動車
関連業界の動きが活発になっている。

○

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年に比べて、冷蔵庫や洗濯機、エアコンといった
大型家電の実売が堅調に推移している。有機ＥＬテレ
ビも引き続き販売台数を伸ばしており、テレビ全体で
も前年を上回る荷動きとなっている。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・９月に入って、受注が増えてきている。案件が動き
出している感が強い。

企業
動向
関連

(近畿)



○

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・平成30年７月豪雨や、先日の台風などの災害による
特需が発生している。建築工事の価格は、人手や資材
の不足により高騰する一方である。工事を発注する側
には痛手であるが、受注する側にとっても、その調達
コストが上がるため、一体誰が得をしているのか分か
らない状態になっている。

○
経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・経営コンサルタントとして、管理職などの能力開発
にあたっているが、人手不足や採用競争、働き方改革
などを背景に、受注は増加している。

□

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・台風21号の影響で臨時休業日があった。当社に大き
な被害はなかったが、港湾エリアの原料メーカーや物
流会社が被害を受け、混乱を招いた影響もあり、生産
量は少なくなった。ただし、在庫もあったため、売上
は横ばいで推移している。

□
繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・今月は台風21号の影響により生産休止を余儀なくさ
れたため、その分だけ前年比で数％のマイナスであ
る。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・台風の影響で、客の生産計画に変更はあったが、大
きな変化はない。

□
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・直近の３か月は出荷数量が落ちており、若干悪い状
態が続いている。原料の化学品の値上げが継続してお
り、利益も圧迫されている。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・景気に停滞感があり、仕事の動きに活発さがない。
生産調整に入っている感もあるが、特に受注量が落ち
ているわけではない。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新規受注や受注残をみると、ここしばらく景況は変
わらない。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

それ以外 ・景気自体に変化はないものの、業績の実態は悪い。
９月は３連休が多かったほか、９月４日の台風21号に
よる停電のため、３日間は工場の機能がストップした
ため、９月の操業率は著しく低下している。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・売上は横ばいである。

□
輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・引き合いはあるものの、受注に至るかどうかは不透
明である。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・台風や大雨で、かなりの取引先が被災している。被
災状況は様々であるが、業績に影響のある会社もみら
れる。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・災害続きで消費意欲が停滞しているように感じる。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・キャンペーンを行っているため、少し売れている
が、終わればまた売上が落ちる。

□

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・現総理が与党の総裁選挙で３選を果たしたが、米中
間の貿易戦争が日本経済に冷や水を浴びせる可能性が
出てきている。これがなければ、景気は上向きの予想
となったはずである。

□
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・取引先との会話の中で、景気が回復しているとの発
言がない。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・台風や大阪北部地震の影響が大きい。建設業は、今
後も被災地の支援を中心に忙しくなる。

□

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・地元からの企業の撤退が続いている。事務所のニー
ズが減って、空室率が上がり、家賃が下がっている。
社宅のニーズも減り、空室率が上がっているほか、賃
貸住宅の需要も横ばいが続いている。

□
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・新規の購読数はやや上向いているが、購読をやめる
読者も同じように増えている。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・今年に入って、紙媒体、Ｗｅｂ媒体共に、広告の売
上が前年比で100％前後の推移となっている。

□
広告代理店（企
画担当）

取引先の様子 ・台風や大阪北部地震の影響が一段落して、消費が
戻ってきた感がある。取引先である商業施設の売上も
回復している。

□
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・商品の動きは横ばいであるが、台風や北海道胆振東
部地震によって災害対策の商材が特に売れた。通常の
商品は変わらない。



□

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・主力納品先の衣料品専門チェーンの店頭売上が、非
常に悪い状態が続いている。原因は天災や台風の上陸
などによる来客数の減少が指摘されているが、ネット
販売との競合など、構造的な問題も続いている。百貨
店統計やチェーンストア統計などをみても、衣料品関
連の売上は減少を続けており、全体的に良くない状況
が続いている。

▲
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・気温の低下やメーカーによる欠品の増加により、得
意先からの受注量が減っている。

▲
食料品製造業
（経理担当）

それ以外 ・自然災害が多く発生したため、稼働日数が少ないほ
か、観光客の減少や被災者への救援物資の補充など、
後ろ向きの対策が多くなっている。

▲
繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・消費者向けの催事に参加したが、集客が前年比で
30％ダウンしている。経費が必要な上に、販売金額が
伸びない。

▲
出版・印刷・同
関連産業（企画
営業担当）

受注量や販売量
の動き

・前年に比べての、受注量の減少が気になる。一時的
な問題かどうかを注視している。

▲
金属製品製造業
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・売上は前年比で増えているが、鋼材価格やその他の
コスト上昇分について、販売価格への転嫁が進まず、
減益となっている。

▲
その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・例年よりも受注量が減っており、新商品の動きも悪
い。

▲

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・上期決算の時期であるが、例年ほどの広告出稿がみ
られない。特にテレビＣＭの動きが少ない。また、台
風の影響で、インバウンド関連の広告を控える動きが
みられる。

▲

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・９月４日に上陸した台風21号以降の、関西国際空港
の閉鎖による影響は大きい。外国人旅行客でにぎわう
関西の主要駅も、大型の土産店を中心に客足が減って
売上を落とした。中旬以降は回復傾向となったが、前
半の影響を取り戻すことはできていない。

▲
その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・新製品の発売時期の遅れと、現行製品の廃番で、売
上の見込みが立たない。

× － － －

◎
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・ＩＴ関連を中心に、大きな案件が関西でも動き出し
ている。

○
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・相次ぐ災害の発生により、特定業務において大量の
派遣要請がある。

○
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・求人広告に関しては、前年の実績よりも増加してい
る。

○
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・建設関連の日雇求人は、大阪北部地震や平成30年７
月豪雨による復旧工事の影響を受け、前年と比べてや
や増加傾向となっている。

○
民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・損害保険会社による台風関連の対応要員の需要で、
短期的にではあるが、全国で求人数が増加している。

○

学校［大学］
（就職担当）

それ以外 ・台風21号の影響で関西国際空港が長期にわたって閉
鎖されたため、インバウンド客はやや少なめであっ
た。ただし、今月は３連休が２回あったため、行楽地
はにぎわっている。消費が上向いたかどうかは不明で
あるが、全体の雰囲気は良かったので、今後に期待し
たい。

○
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・企業での人手不足がかなり強まっており、求人を依
頼してくる企業の質も良い。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・お盆明け以降、派遣業界は力強い動きとなってい
る。派遣期間の３年問題は落ち着いてきて、下期に向
けた企業業績の好調さが採用意欲にも表れている。人
手不足も加わり、オーダーに対して即採用というケー
スも増えてきた。９月末で契約切れとなった派遣ス
タッフの中には優秀なスタッフも含まれるため、求人
がマッチングするケースが多くなってきている。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・状況は大きく変わっていないが、今年に入り、台風
や大雨で稼働日数が減っているため、売上が落ちてい
る。

雇用
関連

(近畿)



□

人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・９月４日に上陸した台風21号は、関西全体に甚大な
被害をもたらした。損害保険各社からは、事故対応の
ための電話対応やデータ入力、事務作業などの臨時派
遣スタッフの募集が大量に出ている。各損害保険会社
からは100名単位の募集が出ているほか、派遣時給も
通常の水準を１時間当たり200円程度上回る水準であ
り、地区全体の派遣時給の引上げにつながっている。
ただし、期間は２～３か月程度であり、景気全体に与
える影響は軽微と考えている。

□

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・新聞広告の求人数に、景気の動向を左右するような
動きはみられず、３か月前と比較しても変化がない。
一部の業種においては、求人数は一定の高水準を維持
しているが、これは人手不足が慢性化していることが
原因で、全体的に特段の需要の変化はない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・第２四半期の新聞広告の状況をみても、最近の数字
とほとんど変わらない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・直近の近畿の有効求人倍率は、２か月連続で平成以
降の最高を更新した。求人数が増加したことが主な要
因となっている。近畿全体では、製造業の求人の好調
が続いている。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・今月の当安定所における新規求職者数及び新規求人
数は、前年比で大幅に減少している。新規求職者数は
前月の増加から減少に転じたほか、新規求人数は５か
月連続で減少している。一方、新規求人倍率は２倍を
超えており、依然として高止まりで推移している。相
談窓口での特徴は、台風などの影響で相談件数が減少
したほか、職業相談を行っても紹介に至らないケース
が多い。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で増加が続いており、人手不足
感はますます強まっている。

▲

民間職業紹介機
関（営業担当）

周辺企業の様子 ・一般的には、各社とも人材不足で採用環境が良いた
め、景気が良いと判断されているが、新卒の採用に関
してはそうともいえない。就職活動の早期化や、業界
や企業に対する学生の研究不足、大手志向なども影響
し、企業の費用の掛け方が変わってきている。従来
の、就職サイトへの掲載や合同企業説明会への参加か
ら、有料職業紹介サービスの利用や大学主催の説明会
への参加、独自ルートの開拓など、企業が新たな方向
にシフトしている。そのため、サービスも多様化し、
以前のように利益が出にくくなってきている。採用難
だからといって人材業界の景気が良いわけではなく、
現状は良いとも、悪いともいえない。

× － － －
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